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県手をつなぐ育成会では、今年度から県域の支部をブロックごとに分けて、そこでの活動を推進

していくこととなりました。地域に密着した具体的な活動を作っていくことで育成会の活動を広く

周知する機会を多く持つと共に、支部のより一層の活性化を目指していきたいと考えています（令

和 2 年度総会資料より抜粋）。そして、初めてとなるブロック会議が 9 月 4 日（金）に各地区で開

催されました。それぞれ地域の課題を出し合いながら、今後の活動に弾みをつけられた充実した会

議となりました。以下、各ブロックより簡単に報告していただきました。

【湘南東部】＜藤沢・寒川・茅ヶ崎＞

藤沢市地域活動センター活動室にて、7 名の参加で行いました。テーマは居宅支援ということで

したが、新型コロナウイルス感染対策下での各地域での日中活動状況や、学齢での通学や放課後デ

イサービスの様子などの情報交換、近況報告が主になりました。3 地域では、基本日中活動は継続

されていたようで、一番自粛が強まっていた 3、4、5 月は各事業所によって、公共交通機関での通

所が自粛、禁止になったところもあったようですが、今は通常活動に戻っているとのことでした。

現在藤沢は学齢期の会員がいないため、特別支援学級や養護学校は一律休校かと思っていました

が、地域によっては登校時間をずらして通学希望者が登校出来る処置を取っていたり、各市町で配

慮が見られたようです。当初のテーマである居宅支援については、3 地域とも毎日の送迎サービス

の不足や、グループホーム、特に重度障がいの人が入れるホームの新設計画が進んでいないこと等

共通の課題が見えたので、これからのブロック会議ではこれらの課題について話し合っていけたら

と思いました。� （ 藤沢支部　木村 靖子 ）

【湘南西部】＜平塚・大磯・二宮＞

2019 年竣工のひらつか市民活動センターは、まだ初々しさの残る佇ま

いです。今日はそこで開かれる、第 1 回湘南西部ブロック会議にお誘い

いただきました。合計9名の参加です。自己紹介からスタートした会議は、

子供の年齢・生活、各地域の障害福祉の状況、その中で困っていること、

解決のために尽力していることなど… 更には会としての課題、今後の方

針にも話がおよび、あっというまの 2 時間半でした。自身の子供の課題

である通学支援についても、他地域の状況や解決の糸口を知ることができて勉強になりました。や

はり当事者が声を出して訴えていくことが大切だと実感しました。ありがとうございました。

� （ 大磯支部　浅野 玲子 ）

～地域の活性化を目指して～　　初のブロック会議開催される
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【県央 1】＜厚木・秦野・伊勢原・愛川・弘済学園・はだのいんくる＞

参加者は 9 名。あつぎ市民交流プラザで支部紹介、活動状況、最近の様

子から大盛り上がりの 2 時間弱。コロナ禍で全ての支部が活動中止となり

サービス利用出来ない重度障害者や、ウィルス感染を怖がる中軽度の障害

者の状況報告が中心でした。その状況でも伊勢原・愛川では秋の行事を検

討していて活動再開支部も増えていきそうでした。地域性・障害特性・グループホーム利用 or 在宅　

などで動き方はそれぞれではありますが、全ての支部で本人に寄り添ったサポートを模索中の状況

でした。会員拡大については会員数維持又は減少の今、得策は無いものの周知活動、組織改革（労

働に対しての給与支払い）などがあがり、入会するメリットだけではなく孤立させない組織である

事も大切なのではないかと育成会の存在意味を共有しました。�（ はだのいんくる支部　土屋 郁英 ）

【県央 2】＜大和・海老名・座間・綾瀬・相模原＞

海老名総合福祉会館の第 4 会議室にて初めてのブロック会議なので、

それぞれの市の紹介を兼ねてパンフレットや会報を持ち寄りました。コ

ロナ禍の今、予定行事は中止も多く役員会などで集まるのも悩ましく、

いまだ会費が徴収できていなかったり会報などの渡し方にも困る現状を

報告し合い、さらに、会員数の減少や役員交代が進まない等、共通する

課題についても話し合いました。簡単に答えの出る事ではありませんが、共感できる課題でそれぞ

れに頑張っていらっしゃるベテランの皆さんが心強く感じました。話題は災害時のお見舞い金や、

相模原の「津久井やまゆり園」事件についてと広がり、2 時間をオーバー。参加者 7 名でしたが、

少人数のブロック会議は話が弾んでなかなか良かったです。� （ 大和支部　加藤 みどり ）

【県西】＜小田原・南足柄・足柄上・箱根・真鶴＞

参加人数は計 8 名。議題の「会員を増やすため各支部で行っている事」では、勉強会・講演会・

レクリエーション・広報誌で活動を載せ配布する等でしたが、会員が増えないのは放課後等デイが

あるからでは ? という話がありました。以前は、学校下校時・長期休みなど親子が一緒に過ごす時

間も多く、長期休みにはレクリエーション（プール等）を行っていました。同じ障がい児者を持つ

親として子供のために活動していることをこれからの次の世代に伝えようとしても受け取ってもら

えない難しさ、さらに今活動している人たちが高齢化していることなど、もどかしさを感じました。

� （ 小田原支部　村松 いづみ ）
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※毎月 1日付で加入できます。2020 年度もよろしくお願いいたします。

新型コロナウイルスにおけるアンケート結果

新型コロナウイルス感染拡大防止による緊急事態宣言が発令され、これまで経験のない自粛生活

を余儀なくされました。発令以前より突然学校の休校が決定、教育現場は混乱し、地方自治体や学

校ごとで対応が様々でした。多くの障がい児者やその家族にとって当たり前の日常が奪われたこと

で精神的に疲弊し、感染への不安は消えず今後どう向き合っていくべきか考える必要がありました。

そこで緊急事態宣言解除後の 6 月に会員に対し、①学校や福祉事業所の対応②本人や家族の生活状

況や困り事をアンケート調査しました。短い期間ではありましたが 118 件もの回答をいただきまし

た。回答の半数は在宅で生活介護事業所に通所する方でした。「本人がこの状況をよく理解できない」、

「事業所によって取り組みが違う」、「いつもと違う状況に障がいの特性から本人が混乱し家族が疲弊

している」との回答が目立ちました。また入所やグループホームで「本人と会えず寂しい思いをした」

や「本人の混乱を心配」という回答が多く、職員への感謝の言葉がある中で施設の対応も様々であ

ることがわかりました。このアンケート結果を反映させて行政への要望や県民への理解・啓発につ

なげていく必要があります。残念ながら会全体の高齢化に伴い、幼児期や学齢期のお子さんを持つ

会員の声が少ないことが今の私たちの活動をする上での課題です。このような時だからこそ今まで

以上に本人の声や行動に寄り添い思いを汲み取る必要があります。尚、ここでは主な回答と見解を

掲載しています。集計結果の詳細についてはホームページの会員のページを合わせてご覧ください。

＊アンケート結果より見えてきた課題＊

〇本人や家族が感染したらどうなるか県の対応がわからず不安

県はホームページに 7/10 付で「介護者がコロナ入院で不在となった在宅の高齢者・障がい者
を受け入れる専用入所施設の設置について」を掲載しています。今後ホームページ以外でも市町
村の対策も含めた広報掲載や学校、事業所などから家庭へ周知していく仕組みが必要です。

〇�特別支援学校高等部に複数の公共交通機関を利用し自力通学しているが分散登校により指定の時

間帯内に登校することが難しかった

学校ごとに決めており県の教育委員会は把握していません。学校が生徒の通学事情と公共交通
機関の運行状況を加味した上で対応するべきです。
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〇自宅以外に避難できる場所がほしかった

　家族も会社や学校がリモートで自宅にいるため本人も家族も疲弊してしまった

　マスクができず人目が気になり一緒に買い物も行けず置いても行けなかった

　生活リズムが乱れたり、ストレスによる自傷・他傷・パニックになり薬を使用し落ち着かせた

特別支援学校が開放されていて卒業生だったが利用させてもらいとても助かったとの喜びの声
がありました。県は特別支援学校の開放を積極的に行うよう呼び掛けましたが学校ごとに対応が
様々でした。自粛中でも自宅にいることが難しくなった時の避難場所として開放していく必要が
あります。また、休校に伴い国が放課後等デイサービス事業所の利用日数を増やし対応したため、
事業所側が混乱しました。特別支援学校の先生が事業所に出向き協力していた自治体もあり今後
の対応に課題があります。

〇�家庭の送迎を求められたができないため休ませた�

家庭事情の考慮や話し合う機会もなく在宅の利用者だけが休みになってしまった

通常とかわらない取り組みをし、本人の安定に努めたり、電車利用者には車で通所できるよう
手配したところもありました。利用者にコロナ対策についてわかりやすい説明やプリントを配布
したところもありました。時間差での食堂利用・昼食や着替えの場所を離す・時間帯や隔日など
日数を減らしての利用対応してくれるところもありました。反面、曜日により送迎時間が変わる
ことで混乱し不安定になったという回答もあり本人に合った対応が求められます。

〇�入所・グループホームの施設から状況説明がなく、連絡もできないため本人の様子もわからない�

帰宅できないことを本人が理解できないことや自分の体調を伝えられないため心配

手洗い消毒で手つなぎ散歩やドライブでのおでかけ、信頼できるお店での外食など通常に近い
状態を維持し本人の安定を心がけたところがありました。

テレビ電話の利用やグーグルフォトの共有アルバムに利用者の写真をアップしたところもあり
ましたがその反面、通話は本人が混乱し不安定になるという回答もあり本人に合った対応が求め
られます。

〇�ひとり暮らしや日中在宅でどこにも所属していないと家族以外に気にかけてもらえず支援体制がな

かった。役所に相談していてもコロナを理由に急ぐ様子がなく気持ちを理解してもらえなかった

本人だけでなく家族も学校を卒業すると新たな支援体制を構築する必要があります。特に何ら
かの福祉事業所を利用していない方にとっては情報が得られず、支援が届きにくいのが現状です。
行政は情報発信に努め、相談支援事業所など本人と関わる事業所が一緒に支援をコーディネート
できる仕組みを早急に作成する必要があります。

一般社団法人 全国手をつなぐ育成会連合会の会員の皆様へ

手をつなぐがん保険
（団体総合生活保険）

障がいのある方とそのご家族をワイドにお守りする保険です

手をつなぐがん保険に興味を持たれた方は
下記お問い合わせ先 (取扱代理店 )に
資料請求をお待ちしております。

2020年6月作成
20-TC01440

［お問い合わせ先取扱代理店］

特長1
代理手続き
代理告知が
可能

障がいのある方向けプラン

特長2

告知対象
疾患の緩和

障がいのある方向けプラン

特長3

成年後見
費用を補償

障がいのある方のご家族向けプラン

この広告は、「手をつなぐがん保険」の概要をご紹介したものです。ご加入にあたっては、必ず「パンフレット兼重要事項説明書」をよくお読みください。
「手をつなぐがん保険」は団体総合生活保険のペットネームです。ご不明な点等がある場合は、代理店までお問い合わせください。

〒102-0073 東京都千代田区九段北3-2-5
九段北325ビル４階

TEL :03-6910-0850  FAX :03-6910-0851
URL : http://www.z-kyosai.com/
MAIL : gan@z-kyosai.com

（営業時間 平日9：00～17：00（土日・祝日・年末年始を除く））

0120-322-150

東京海上日動火災保険株式会社
公務第一部東京公務課
〒102-8014 東京都千代田区三番町6-4
TEL：03-3515-4126（営業時間：平日9：00～17：00）
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みんなの願いを伝える

2020 年度の私たちの要望

■�知的障害児者への理解を求める啓発活

動をさらに広げ、障害者の新型コロナ

対策への指針作成を要望します。

　�それぞれの市町村の対応、福祉事業所、

学校等を検証し、障害児者とその家族

に寄り添った指針の作成を求めます。

■�インクルーシブ教育に対する教育委員

会の見解の改善を要望します。

　�川崎市の重度障害のお子さんが地域の

普通学級に通うことを求める裁判で神

奈川県教育委員会が川崎市と同様の見

解を示したことで敗訴しました。現在

ご家族は世田谷区へ引っ越しお子さん

は普通学級へ通っています。地域で育

ち学ぶことを許されない神奈川県に対

しインクルーシブ教育の見解の改善を

求めます。

■�新型コロナウイルス感染症への学校の

臨時休校に対しての要望について

（1）学校の開設や自主通学の受け入れ

自宅、学童保育、放課後デイサー

ビス、学校と居場所を分散させるこ

とで感染リスクの低減が期待されま

す。

一律の対応をすることなく必要な

場合には自主通学を認めるなど特段

の配慮をお願いします。

（2）特別支援教育に携わる教員の応援

放課後デイサービス等への特別支

援学校、学級の教員等の派遣につい

て特段の配慮をお願いします。

（3）学校施設の開放

休業措置が取られた場合に学校の

教室等の利用について柔軟な対応

と、特別支援学校、学級への積極的

な周知徹底をお願いします。

要望活動

国への要望→�全国手をつなぐ育成会連合会を通じ、�

厚生労働省、文部科学省へ。

県への要望→福祉こども未来局福祉部、教育委員会へ。

私たちの願いを届けるために、県議会議員団に要望

内容をより具体的に伝えました。今回ヒアリング実施

を行わない、かながわ県民・民主フォーラム神奈川県

議会議員団と県政会神奈川県議団にも要望書を提出し

ました。

7/14　�日本共産党神奈川県議員団�

自由民主党神奈川県議会議員団

7/27　立憲民主党・民権クラブ神奈川県議会議員団

7/28　公明党神奈川県議団

様々な場面で会うことが自粛され、暑い中にも関わ

らず議員の皆さんと直接お話しできる貴重な時間をい

ただけたことに感謝したいと思います。植松会長から

は反町への社会福祉会館移転に際し、賃料等の減免に

関して各議員団の皆様に多大なご尽力をいただきまし

たことへのお礼を述べさせていただきました。これま

で父母連の一団体としての予算要望を一緒に提出して

いましたが今回は育成会独自での要望活動を行いまし

た。短い時間ではありましたが要望の 3 項目について

説明をしました。（右段参照）

6 月コロナウイルス感染拡大により自粛生活を送った

会員へアンケートを実施し（3，4 ページに関連記事）、

その中から見えてきた課題を要望にしました。ヒアリ

ングではアンケートに関心を持ち、障がいの特性によ

る困り感についても大変理解を示してくださいました。

またインクルーシブ校の卒業生についての検証が出来

ていないことや特別支援学校の分散登校での対応につ

いても回答いただきました。津久井やまゆり園の検証

委員会の中間報告についてなど多くの議員団と充実し

た意見交換ができ、皆さんの姿勢に誠意を感じました。

今後は会報をお届けしたり、会の活動を更に知ってい

ただく機会を作っていきます。これからも一人でも多

くの議員の皆さんとお会いして意見交換を継続してい

きたいと思います。� （ 鈴木 亜紀子 ）
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障がい児者を取り巻く環境が一昔前と比べるとかなり改善されてきているのは、私たち育成会を

はじめとした当事者団体が行政や関係機関等へ彼らの声を代弁した「要望書」を出し続けてきたか

らです。県育成会においては 5 ページでも紹介したとおり、毎年各方面へ要望書を提出しています。

今回、下部組織である各支部の取り組みがどうなっているのかを知るために 7 月にアンケートをお

こないました。主な結果は以下のとおりで、いくつか課題が見えてきました。（18 支部からの回答）

①　支部でこれまで取り組んできた要望活動について（複数回答）

１．�要望書を出したことがある

２．�市（町）長に直接伝えている

３．�議員との懇談会をしている

４．�市（町）職員に直接伝えている

５．�誓願・陳情を出したことがある

６．�要望活動をしたことがない

63%
37%

32%
32%

11%
16%

0% 20% 40% 60% 80%

1
2
3
4
5
6

②　これまでの要望活動に対しての考え（複数回答）

１．�困っていないので要望することがない

２．�要望したいが方法がわからない

３．�どこに要望していいかわからない

４．�要望しても変らないと感じる

５．�個々の困り事は育成会の要望ではないと

思っている
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グラフを見ると、要望書を出したことがある支部は半数余りにとどまり、提出先や方法は様々な

ようです。また要望活動をしても「変らないと感じる」支部が半数近くあることが分かりました。

こういった状況の中、7 月 3 日（金）の理事会内で開催された又村あおい氏による「要望書を出す、

ということ」の研修会では、ほとんどの人が要望書を出し続ける必要性と説得力のある効果的な要

望書の作成方法を知ることが出来、奮起させられたようでした。今後、各支部での要望書に対する

取り組みが格段と変化することを期待したいところです。紙面ではお伝えできなかった研修の中身

については、又村氏が各支部に出向いて説明して下さるとのことなので、ご希望があればお問い合

わせ下さい。� 問い合わせ先→（一社）全国手をつなぐ育成会連合会　又村あおい氏　　まで

編集後記 �

ブロック会議での 1 コマ。「○○さん、久しぶり～」と懐かしがるお二人、聞けばお子さん同士が

同じ養護学校に通っていた時のお仲間だとか。この地域で集まることにより嬉しい再会ができたよ

うです。次回の会議は１２月４日 ( 金 ) に開催予定、会員ならどなたでも参加できますのでご希望が

あれば所属先の支部にお問い合わせください。また、今後に向けてオンラインでの会議や研修会を

準備中です。画面を通じて遠くにお住まいの会員と新しい出会いがあるかもしれませんね。ホーム

ページも本格稼働を始めました。コロナ禍でも皆さんとの繋がりを大切にしながら、活気ある活動

を続けていきたいと思います。� （ 広報委員　中川 孝子 ）

 

要望書、出していますか？　～各支部における要望活動について～


